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体験などの一部が明らかになった。オーストラリ
アは，ヨーロッパから移民したユダヤ人が世界で
２番目に多い。このオーストラリアに移住したユ
ダヤ人が中心となって，彼らの体験を 1930 年代
から第 2 次世界大戦までのヨーロッパに何が起
こったのかを語り継ぎ，小・中 ･ 高等学校やユダ
ヤ人センターで州政府の正規の歴史の授業として
登録されている。またメルボルン郊外の高等学校
で行われている多民族，移民社会での世代間交流
プログラムでは，地域のドイツ系，フランス系，
中国系等の高齢者と，高校生が様々な言語で互い
に話し合う世代間交流が，大学進学に必要な授業
科目の一環として行われていた。｢歴史の語り継
ぎ｣ と同時に現在のオーストラリアが抱える多文
化社会の課題解決の方策の一部も明らかになっ
た。
　なお、本研究はモナッシュ大学のスーザン・フェ
ルドマンさん、ニューサウスウェールズ大学のカ
ズヒロ・マシモさんの協力があって行ったもので
ある。ここに感謝の意を表したい。
「発達障害のある大学生への就労支援プログラムの開発」
発達臨床学科　堀江　まゆみ
１．はじめに
　最近，大学におけるキャリア支援の中で重要性
を増している問題が，発達障害のある学生に対
する支援である。2005 年～ 2006 年の厚生労働
省の調査によると，発達障害のある当事者の高等
教育機関進学率は 36% となっている。また，日
本学生支援機構の 2011 年度調査によると発達障
害のある学生が在籍する大学は 455 校で全体の
58.6% であり，初めて 5 割を超えたと報告されて
いる。発達障害の学生のための学生支援室も各大
学に設置されはじめ大きな役割を果たしている。
休憩室の確保，学生に合わせて実技や実習に配慮
する，授業などの注意事項を文書できめ細やかに
伝達する，教室の座席位置などへの配慮，講義内
容録音を許可する，など大学生活をスムーズに送
るサポートをなんらか実施しているのは 371 校，
47.8% であった。
　しかしながら大学における就職活動に関する支
援はまだ十分ではない。発達障害学生の多くに社
会的コミュニケーションの困難さがあり，就職の
際の特に面接試験で不採用になることも少なくな
い。大学時代のアルバイト面接でも同様なことが
起きており，学生時代いちども就労体験をする機
会がなかったという発達障害学生も珍しくない。
繰り返しこのような経験を体験してしまうと，も
ともと苦手意識が高いところにさらに自己肯定感
の著しい低下が起こり，社会との接点を持つこと
や就活自体が進まなくなってしまう。発達障害学
生は職種によっては障害特性を活かしてＩＴ企業
など活躍できる可能性があるのだが，面接試験で
つまずき高い能力の評価を得るまでにたどり着け
ないこともしばしばである。　
　また，大学の進路課（あるいは就職課）では発
達障害学生を把握できていない，あるいは発達障
害の理解自体がかなり乏しいのが現状である。例
えば学生が，発達障害に合わせた就職支援を求め
るときには大学に対して自分の障害を明らかに説
明する必要があるがカミングアウトの難しさがあ
る。それ以前に発達障害の青年の未診断問題があ
り，就職活動を始める時期に自分の障害を認識し
ている学生は多くない。もし障害者手帳を取得し
ている場合は障害者雇用枠での就職も可能だが，
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取得していない場合は一般の学生との競争で就職
活動を進めていかなければならず，余計に困難さ
が生じてくる。その結果，発達障害のある学生が
就職できなかった，あるいは就職はしたものの「営
業の職種で不適応を起こした」「会社での対人関
係に配慮をしてもらえずトラブルを起こして早期
に退職を余儀なくされた」「退社後，引きこもり
になってしまった」といった相談が，卒業後に就
労支援センター等の相談機関に持ち込まれること
になるのである（望月ら，2009）。
　企業の側にも課題は多い。発達障害の理解や合
理的な配慮の仕方がわからず，採用はしたが発達
障害のある人の能力を活用できない。同僚や上司
の不適切な対応で本人を追い込み精神不安定や意
欲の喪失等をはじめとした不適応行動を喚起させ
てしまう。企業の受け入れ体制の整備や理解・啓
発が急務であるが，企業自体も支援し，本人に対
しても就労継続や生活それ自体をささえる支援機
関の実践やプログラムの開発が求められている
（望月ら，2011）。
　このように発達障害の彼らの多くが就職困難な
状況にあるが，大学，企業，本人と家族の具体的
な連携や実践を積み上げることで課題は解決さ
れると考える。堀江ら（2013）は，大学が抱え
る課題を明らかにするために，有力私立大学３校
の関係者から発達障害学生に対する学内キャリア
支援の現状をヒアリングし，発達障害学生に対し
て，現在どのようなキャリア支援が行われている
か，また，発達障害学生に対するキャリア支援と
してどのような事が課題になっているかを整理し
た。②また，企業側の課題に関しては，発達障害
のある学生の企業インターンシップを実施し，発
達障害の特性である経験から学ぶという特徴を活
用して「自己理解」，「自己効力感」，「働くことに
対するイメージ」を高める取り組みをプログラム
として開発し検討した。通常の面接を中心とした
就職活動ではなくインターンを通して成長を支援
するモデルである。
　本研究では，③本人や家族の側の課題を検討す
るために，ある発達障害大学生のインターンシッ
プ体験を記述しながら本人と家族から見たイン
ターンシップの効果と学生の成長の特徴を抽出す
ることを目的とした。
２．対象学生および方法
１）対象学生：Ａ県の就労移行支援事業所が発達
障害のある大学生を対象にしたインターンサマー
プログラムに参加した学生 1 名を対象とした（以
下，本人Ａとする）。実施期間は 2012 年 8 月か
ら 12 月に行った。本研究を進めるにあたり，本
人Ａと保護者，支援者から協力の承諾を得た。本
人Ａは，広汎性発達障害のある 19 歳の男子学生
であり，小学校時に受けたいじめにより不登校お
よび長期の引きこもりを経験した。本人Ａと保護
者の希望により通信制大学に在籍していた。
２）データの収集方法：インターンシッププログ
ラムで使用した実習日誌や評価表等の資料，およ
び，本人Ａと担当支援者，保護者との面接時の聞
大学・短大・専門学校生
高い能力や専門スキルはあったとして
も、自身の特性理解や社会性を高める
訓練が出来ていないため、周囲との関
係性を上手く築けていない弱みを補うト
レーニングが出来ていない
企 業
①発達障がいの特性やどんな業務が
出来るか分からない
②人事部は分かっていても, 配属する
職場では理解されない
大学のキャリア支援担当
①特性が分かりにくい, 1人1人状況が
違う
②専門ではないので, 支援方法が分か
らない
③企業からの求人がない
【発達障害学生のキャリア支援を取り巻く課題（堀江・窪ら，2013】
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取りの音声データを起こし文章化した資料とし
た。面接はインターン実施前の事前面接と実施後
の振り返り面接の２回行った。面接にあたって
は研究の趣旨とプライバシーの保護，データの扱
いについて説明をし承諾を得たうえで録音を行っ
た。
３．結果と考察
１）本人Ａのインターンシップ期間における自己
評価の変化と生活支援との関連
　インターンシップは，障害者就労の場である特
例子会社Ａで５日間行った。業務内容は「社内便
の振り分け」「パソコンでのデータ入力」「シュ
レッダー」「名刺箱折り」「清掃作業」であり，受
け入れ企業側が５日間のうちローテーションを組
んだ。毎日，仕事終わりに日誌と５段階評定尺度
により自己評価を記入した（「よくやれた」が５，
「まったくやれなかった」が１）。表１は「社内便」
と「データ入力」の自己評価の推移である。
　インターンシップの事前面接で以下のように述
べていたように，第一日目の自己評価は
「データ入力」のほうが「社内便」より高かった。
「社内便」の自己評価は２日目以降安定して高く
表１　本人Ａによる「社内便」「データ入力」の
　　　自己評価
１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目
社内便 　２ 　３ 　３ 　３ 　４
データ入力 　３ 　３ 　２　 　４ 　４
なっていたが，「データ入力」は３日目で「２」
と低くなっていた。
　・パソコンでのデータ入力は慣れているから
自信がある。社内便の振り分けは宛先を読
まないといけないので疲れるので苦手だ。
　・自己評価の「３」はふつう，「２」は自信
がないときにつける。
　表２は日誌に記載された作業に対する自己評価
部分を抽出して，業務に関する記述と生活に関す
る記述に分けたものである（△＋評価，▼―評価）。
文章の文字数は少ないが，３日目の「▼遅刻して
しまった」に関してはかなり気にして，こだわり
のように繰り返し指導者や保護者に以下のように
述べていたという。
　（インターンシップに行く前は昼夜逆転した
生活をしていたので），前の夜が緊張して眠
れなかった。会社の人から「遅刻は絶対して
はいけない」と何度も言われていたのに，（母
は先に出勤してしまうので一人で起きるのだ
が）朝起きれなくて，寝坊してしまった。大
事なインターンなのに遅刻をしてしまって自
分はダメだ。今日はそのことが気になって
焦っていろんなことができなかった。ミスを
した。
　「遅刻をした」ことが心理的な負荷になり，作
業に集中できずミスを多発してしまったことを繰
り返し保護者にしゃべり気にしていたという。
表２　本人Ａの日誌からみる自己評価（自由記述）　△＋評価，▼―評価
１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目
業務に関
する記述
△シュレッダー作業
がよかった
△データ入力が慣れ
てきた　△名刺箱折
り作業が慣れてきた
▼データ入力でミス
がないように注意し
たい
△清掃作業ができて
よ か っ た　 ▼ デ ー
タ入力で焦ってし
まい，ミスをしてし
まった
△データ入力でミス
をしなかった　▼道
具を数えているとき
に集中力がなくなっ
てミスをしてしまっ
た
△名刺の箱を沢山作
れた　▼データ入力
で字を間違った
生活に関
する記述
▼声を大きく出す
（ 注； 小 さ か っ
た）　▼名前を覚え
る（注；覚えられな
かった）
　　 ▼遅刻してしまった 　　 △遅刻しないでこれ
たこと
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２）発達障害のある人への就労支援における「ハー
ドスキル」と「ソフトスキル」
　発達障害のある人への就労支援を考えるうえ
で，梅永（2009）は様々な職業的課題を達成す
るために，必要な特定のスキル（分類，計算，測
定などの能力）を「職業スキル」，職業に関する
適応行動に関するスキル（自立して動く，修正さ
れることに応じる，持続等）を「職業行動」といい，
2 つは「ハードスキル」だとし，一方，「自立機能」
（身辺ｼ自立と自己調整能力等），「余暇スキル」（仕
事以外の時間を社会的に適切な活動で楽しめるか
どうか），「機能的コミュニケ―ション」（職場で
適応するために必要な最低限のコミュニケーショ
ン能力等）「対人行動」（ソーシャルスキル・対人
スキルなど）を合わせて，「ソフトスキル」とい
う。特に，発達障害のある人への就労支援として
重要なのは「ソフトスキル」であり生活全体を支
えることが就労での失敗を防ぎ，自己肯定感を維
持し，就労継続を支えると述べている。本人Ａに
おいてもこの指摘は重要であった。毎朝，職場に
定時に規則的に通勤することが日中の業務の安定
を促すが，3 日目に不本意ながら「遅刻」をして
しまったことでその日一日の業務に焦りが出て，
本来得意だったパソコンでの入力作業でミスを繰
り返した。企業Ａはこうした発達障害のある人の
特性を十分理解している職場であったため，担当
支援者が帰りがけに個別面接を行い，次に何が必
要かを話し合い，それ以上に自己肯定感を低下さ
せないためのフォローアップを行っていた。以下
は本人Ａが保護者に語った内容である。
　帰りのときに，○さんがたくさん話してくれ
た。これから遅刻をしなければいいと。それ
に社内便の仕事が丁寧だとほめてくれた。
データ入力が上手だとほめてくれた。
３）本人Ａがとった昼休み時間の過ごし方での「余
暇スキル」
　発達障害のある人は「ハードスキル」よりも「ソ
フトスキル」が苦手であると言われ，特に「余暇
スキル」，つまり自分の自由な時間を自分で判断
して過ごすことに戸惑うことがよく指摘される。
本人Ａにおいても事前に懸念していたのがこれで
あり，特に本人Ａは長い期間引きこもりを経験し
ていたため，昼休みをどう過ごすだろうかという
ことが心配であった。企業Ａには社員食堂があ
り，近隣にはレストランや喫茶店がある環境にあ
り，社員はそれぞれに自由に昼食をとり昼休み時
間を過ごす。本人Ａが混乱しないかと支援者も気
にかけていたが，何の混乱もなく 5 日間のイン
ターンが終わった。本人Ａにどうやって昼休みの
時間を過ごしたかを聞くと，
　近くの喫茶店でお昼を食べた。あとはやるこ
とがなかったから，お昼休みが終わるまで近
くの街の中を歩いていた。なにも目的はない
けど歩いていた。
ということで，昼休みが終わる時間になると，正
確に職場に戻ってきていたと支援者も述べてい
た。
　発達障害のある人の大きくは「ソフトスキル」
が苦手であり，本人Ａのこれまでの行動からも懸
念があったが，インターンを経験することによ
り，このように自分で自由な時間を調整できると
いう意外な面をみることができたのは，保護者に
とっても喜ばしい驚きであったと述べていた。
４）本人Ａにおけるインターン経験全体に対する
評価
　5 日間のインターンが終了した後に，本人Ａお
よび保護者と面談をして全体の評価と今後につい
て振り返りを行った。本人Ａは，
　インターンができてよかった。生まれた初め
て仕事を経験できた（アルバイト面接を 30
社受けたけれど落ちてアルバイト自体をやっ
たことがない）。会社の人たちは親切だった。
仕事を丁寧に教えてくれた。たくさんほめて
くれた。
と述べ，働くことの意欲を保護者に繰り返し語っ
ていたという。
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　また，保護者にとってのインターン評価はどう
であったかというと
　インターンをやらせてよかった。（母は自分
の仕事のために本人より先に出勤してしまう
ので）朝が一人で起きれるか心配だったが，
実際やってみると一人でちゃんと起きて出か
けていたことが嬉しい。本人に自信が出てき
ていることがわかる。インターンのあと，知
らないうちに，本人がひとりで判断してアル
バイトの面接を受けにいっていた。面接に受
かり，今はアルバイトに行っている。驚いた。
ということで，本人Ａは自分でアルバイト先を見
つけ，意欲的に継続しているという。
４．まとめ
　本研究は，人材派遣会社と障害者就労支援機
関，および障害者の企業就労機会のコンサルテー
ション会社との共同研究として行った実践を，本
人と保護者の視点から評価したものである。研究
全体としては，①発達障害の相談支援を行って
いる大学に対する聞き取り調査，②発達障害のあ
る大学生 30 人のインターン実施，③受け入れ企
業における発達障害のある人の適切な仕事の切り
出しとプログラミング検討から成る（堀江ら，
2013）。その中で，発達障害のある本人が経験し
たつまずきや達成感を抽出し，具体的な支援の方
法やあり方につなげることが目的であった。
　発達障害のある大学生にとって，働くという経
験や障害特性に合わせて合理的に配慮された職場
環境であれば，持っている能力はもちろん潜在的
なスキルも経験の中で発揮するものであることが
示された。特に，発達障害のある人は視覚的な情
報をより活用しやすく，パタン化したワークを経
験することによって学習が促進する。つまり，今
回，インターンを経験する中で，①面接試験での
対応方法のモデルを学習し，②失敗経験のあとの
対応と立ち直りの方法を経験し，③自分で時間を
調整する余暇スキルを発揮する経験を積んだ。こ
れをパタンとして学習し，アルバイトの面接とは
何をすることか，他者に質問されたらどう答える
か，同じパタンとしてアルバイト面接で行動する
ればいいことを本人Ａはよく理解していた。これ
により，初めての本格的な就労体験に結びつけた
のだろう。
　今後も大学，本人，企業，支援機関，保護者の
連携の中でこうした支援を増やし充実させること
が重要であろう。
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